信の開顕--『選択集』「三心章」開説の意義 by 安冨 信哉
信
の
開
顕
!
『選
択
集
』
「三
心
章
」
開
説
の
意
義!
安 
冨 
信 
哉
は
じ
め
に
法
然
教
学
の
中
心
を
凝
集
的
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
こ
と
ば
は
、
『選
択
集
』
の
題
号
に
続
く
、
 
南
無
阿
弥
陀
仏 
往
生
之
業
・
念
仏
為
本 
(
『選
択
集
』
・
真
聖
全
一
ー
九
二
九
頁) 
と
い
う
い
わ
ゆ
る
「
標
宗
の
文
」
で
あ
る
。
こ
の
念
仏
往
生
の
立
場
は
、
南
都
北
嶺
に
代
表
さ
れ
る
聖
道
門
に
説
か
れ
る
様
々
な
行
業
、
 
す
な
わ
ち
諸
行
往
生
の
立
場
と
の
緊
張
関
係
の
な
か
で
説
か
れ
た
。
法
然
は
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
仏
教
が
依
っ
て
き
た
諸
行
の
無
効
性
を 
説
い
て
専
修
念
仏
を
唱
道
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
出
家
発
心
(
発
菩
提
心)
を
本
と
せ
ず
、
捨
家
棄
欲
を
前
提
と
し
な
い
民
衆
の
仏
教
が
開
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
男
女 
貴
賤
、
老
少
善
悪
を
選
ば
ず
誰
も
が
実
践
で
き
る
易
行
の
一
道
が
開
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
仏
道
を
象
徴
的
に
表
わ
す
「念
仏
為 
本
」
の
四
文
字
は
、
菩
提
心
為
本
の
聖
道
門
教
学
に
対
置
さ
れ
る
べ
き
意
義
を
有
す
る
。
菩
提
心
は
、
仏
道
修
行
者
の
必
具
の
心
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
浄
土
往
生
を
願
う
者
に
と
っ
て
も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
心 
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
法
然
は
、
「
雑
行
と
い
ふ
は
…
…
も
ろ
も
ろ
の
読
誦
大
乗
、
発
菩
提
心
、
持
戒
、
勧
進
等
の
一
切
の
行
1
な
り
」(
『三
心
義
』
法
然
全
四
五
七
頁)
と
あ
る
よ
う
に
、
菩
提
心
を
雑
行
に
摂
し
、
浄
土
往
生
に
は
不
要
で
あ
る
と
し
た
。 
こ
の
法
然
の
菩
提
心
廃
捨
の
主
張
の
大
き
な
根
拠
と
な
っ
た
の
は
、
善
導
の
つ
ぎ
の
こ
と
ば
で
あ
る
。 
上
来
、
定
散
両
門
の
益
を
説
く
と
雖
も
、
仏
の
本
願
の
意
を
望
ま
ん
に
は
、
衆
生
を
し
て
一
向
に
専
ら
弥
陀
仏
の
名
を
称
す
る
に
在 
り
。 
(
『観
経
散
善
義
』
真
聖
全
一
ー
五
五
ハ
頁) 
こ
れ
に
よ
る
と
『観
経
』
に
は
、
浄
土
の
観
想(
定
善)
と
浄
土
往
生
の
た
め
の
倫
理
的
実
践(
散
善)
と
い
う
定
散
ニ
善
の
行
を
説 
く
け
れ
ど
も
、
そ
の
本
意
は
、
あ
く
ま
で
衆
生
に
弥
陀
の
名
号
を
称
え
さ
せ
る
一
事
に
あ
る
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
『散
善
義
』 
の
説
示
に
注
目
し
た
法
然
は
、
こ
の
善
導
の
解
釈
を
根
拠
に
、
『大
無
量
寿
経
』
下
巻
「
三
輩
段
」
に
強
調
さ
れ
る
菩
提
心
の
意
味
を
逆 
転
し
て
、
追
釈
し
た
。
且
ら
く
こ
れ
を
解
せ
ば
、
上
輩
の
う
ち
に
、
菩
提
心
等
の
余
行
を
説
く
と
雖
も
、
上
の
本
願
の
意
に
望
む
る
に
、
唯
、
衆
生
を
し
て 
専
ら
弥
陀
の
名
を
称
せ
し
む
る
に
在
り
。
而
る
に
本
願
の
中
に
は
更
に
余
行
な
し
。
三
輩
と
も
に
上
の
本
願
に
依
る
が
故
に
、
「
ー
 
向
専
念
無
量
寿
仏
」
と
云
ふ
な
り
。(
中
略)
既
に
ー
向
と
云
ふ
。
余
を
兼
ね
ざ
る
こ
と
明
ら
け
し
。
既
に
先
に
余
行
を
説
く
と
雖 
も
、
後
に
一
向
専
念
と
云
ふ
。
明
ら
か
に
知
ん
ぬ
。
諸
行
を
廃
し
て
唯
念
仏
を
用
ふ
る
が
故
に
、
一
向
と
云
ふ
こ
と
を
。
も
し
然
ら 
ず
ん
ば
、
一
向
の
言
、
最
も
以
て
消
し
叵
き
か
。 
(
『選
択
集
』
「三
輩
章
」
・
真
聖
全
一
ー
九
四
九
頁) 
法
然
の
着
眼
点
は
、
「
一
向
」
と
い
う
文
字
に
あ
る
。
『大
無
量
寿
経
』
三
輩
段
に
は
、
上
輩
・
中
輩
・
下
輩
の
三
段
と
も
に
、
「
一
向 
専
念
無
量
寿
仏
」
と
い
う
こ
と
ば
と
「
発
無
上
菩
提
之
心
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
。
も
し
一
向
に
無
量
寿
仏
を
念
ぜ
よ
と
い
う
の
で
あ 
れ
ば
、
菩
提
心
を
発
せ
よ
と
い
う
こ
と
ば
は
無
効
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ー
向
と
は
、
「①
一
つ
に
む
か
う
。
一
点
に
む
か
っ
て
行
く
。②
 
ひ
た
む
き
な
こ
と
。
ひ
た
す
ら
。
も
っ
ぱ
ら
。
い
ち
ず
に
」(
『新
漢
和
辞
典
』
大
修
館
書
店
ニ
頁)
な
ど
を
示
す
語
だ
か
ら
で
あ
る
。
法
然 
は
、
「
ー
向
と
い
ふ
は
、
二
向
・
三
向
等
に
対
す
る
言
な
り
。
…
既
に
ー
向
と
云
ふ
。
余
を
兼
ね
ざ
る
こ
と
明
ら
け
し
」(
『選
択
集
』
「
三 
輩
章
」
・
真
聖
全
一
—
九
四
九
頁)
と
釈
し
て
い
る
。
善
導
は
、
定
散
二
善
を
廃
し
て
「
一
向
に
」
称
念
せ
よ
と
勧
め
て
い
る
。
一
向
に
念
仏
2
す
る
者
に
と
っ
て
は
、
菩
提
心
す
ら
不
純
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
弥
陀
の
本
願
の
真
意
は
、
ど
こ
ま
で
も
念
仏
に
あ
る
か
ら
で
あ 
る
。こ
の
よ
う
に
法
然
は
、
菩
提
心
を
雑
行
に
摂
し
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
は
菩
提
心
な
ど
の
余
行
往
生
の
教
示
は
な
い
と
決
し
た
。
法
然 
の
在
世
中
に
『選
択
集
』
を
読
ん
だ
高
野
の
僧
都
明
遍
は
、
「
こ
の
書
の
お
も
む
き
、
い
さ
さ
か
偏
執
な
る
と
こ
ろ
あ
り
け
り
」
と
述
懐 
し
た
と
い
う(
『法
然
上
人
行
状
絵
図
』
巻
十
六
・
法
然
伝
全
七
六
頁)
。
明
遍
が
本
書
の
ど
の
箇
処
を
指
し
て
そ
う
い
っ
た
か
は
不
明
だ
が
、
 
法
然
の
菩
提
心
否
定
の
論
説
は
、
当
時
の
仏
教
界
を
震
撼
せ
し
め
る
に
十
分
な
内
容
を
孕
ん
で
い
た
。
こ
の
主
張
は
、
教
界
の
常
識
か
ら 
す
れ
ば
、
あ
ま
り
に
も
破
天
荒
な
立
論
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
建
暦
二
年
(
一
ニ
ー
ニ)
一
月
二
五
日
に
法
然
が
入
滅
し
、
本
書
が
開
版
さ
れ
る
と
、
梅
尾
の
高
弁
、
並
複
の
定
照
を
は
じ
め
と
し
て 
聖
道
諸
家
か
ら
批
難
攻
撃
の
矢
が
放
た
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
高
弁(
明
恵)
は
、
本
書
の
大
胆
な
宣
言
に
戦
慄
し
、
こ
の
年 
の
十
一
月
、
『摧
邪
輪
』(
於
一
向
専
修
宗
選
択
集
中
摧
邪
輪)
三
巻
を
著
し
、
こ
れ
を
烈
し
く
糾
弾
し
た
。
こ
の
書
の
冒
頭
、
上
人
は
、
 
近
日
こ
の
選
択
集
を
披
閲
す
る
に
、
悲
嘆
甚
だ
深
し
。 
(
『摧
邪
輪
』
巻
上
・
浄
全
ハ
—
六
七
五
頁) 
と
吐
露
し
、
本
書
の
二
種
の
大
過
と
し
て
、
ー
は
、
菩
提
心
を
撥
去
す
る
過
失
。
ニ
は
、
聖
道
門
を
以
て
群
賊
に
譬
ふ
る
過
失
。 
(
同) 
を
挙
げ
、
さ
ら
に
こ
れ
を
細
分
し
て
十
三
種
の
過
失
を
挙
げ
て
摧
破
し
た
。
ま
た
翌
建
暦
三
年
六
月
に
は
『摧
邪
輪
荘
厳
記
』
一
巻(
浄 
全
ハ)
を
著
し
、
さ
き
に
挙
げ
た
十
三
種
の
過
失
に
対
し
て
、
さ
ら
に
三
種
の
過
失
を
補
説
し
て
、
『選
択
集
』
を
論
難
し
た
。 
菩
提
心
は
大
乗
仏
教
に
お
い
て
最
も
肝
要
な
心
と
さ
れ
、
そ
れ
故
に
「
発
菩
提
心
は
、
是
れ
仏
道
の
正
因
な
り
」(
『同
』
六
九
三
頁) 
と
い
わ
れ
る
。
し
か
る
に
法
然
は
、
罪
悪
の
凡
夫
の
浄
土
往
生
は
本
願
念
仏
の
み
に
よ
る
と
し
、
善
導
の
指
南
に
導
か
れ
て
、
『観
無
量 
寿
経
』
散
善
観
に
説
か
れ
る
三
心(
至
誠
心
・
深
心
・
廻
向
発
願
心)
を
も
っ
て
、
念
仏
行
者
の
必
具
の
心
と
す
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
三
3
心
こ
そ
、
菩
提
心
に
代
っ
て
依
拠
す
る
べ
き
大
切
な
仏
道
成
就
の
根
本
心
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
 
三
心
総
体
の
了
解
法
然
は
、
念
仏
為
本
の
立
場
を
、
そ
の
念
仏
を
受
け
と
め
る
信
心
の
問
題
と
切
り
離
し
て
説
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
法
然
が
そ
の
著
述 
や
法
語
、
あ
る
い
は
消
息
類
に
、
三
心
を
具
足
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
強
調
す
る
の
は
、
念
仏
が
信
心
と
離
れ
て
な
い
こ
と
を
示
す
た
め 
で
あ
る
。
こ
の
三
心
に
つ
い
て
経
に
は
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
か
の
国
に
生
れ
ん
と
願
ぜ
ん
者
は
、
三
種
の
心
を
発
し
て
、
す
な
は
ち
往
生
す
。
何
等
を
か
三
と
為
す
。
一
に 
は
至
誠
心
ヽ
ー
ー
に
は
深
心
、
三
に
は
迴
向
発
願
心
な
り
。
三
心
を
具
す
る
者
は
、
必
ず
彼
の
国
に
生
ず
。
(
『観
無
量
寿
経
』
・
真
聖
全
一
—
六
十
頁) 
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
三
心
と
は
、
浄
土
往
生
を
願
う
念
仏
行
者
の
信
心
を
三
通
り
に
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
三 
心
を
発
し
て
称
名
念
仏
す
れ
ば
、
必
ず
往
生
の
業
は
成
弁
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
法
然
は
、
こ
の
三
心
の
教
意
を
承
け
て
、
『選
択 
集
』
に
、
念
仏
の
行
者
、
必
ず
三
心
を
具
足
す
べ
き
の
文 
(
『選
択
集
』
「三
心
章
」
・
真
聖
全
一
ー
九
五
七
頁) 
と
い
う
一
章
を
設
け
た
。
い
わ
ゆ
る
「
三
心
章
」
で
あ
る
。
こ
の
章
題
に
、
念
仏
と
三
心
の
不
離
な
る
こ
と
が
明
説
さ
れ
る
。
こ
こ
に 
「
必
」
の
一
字
が
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
三
心
こ
そ
往
生
の
因
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
釈
文
に
お
い
て
、
法
然
は
、
善
導
の
『観
経
散
善
義
』
お
よ
び
『往
生
礼
讃
』
の
三
心
釈
を
引
く
。
『観
経
』
の
三
心
の
説
示 
は
い
た
っ
て
簡
略
な
内
容
で
あ
る
が
、
善
導
の
解
釈
は
詳
細
を
極
め
、
そ
の
釈
文
も
長
い
。
た
だ
、
三
心
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
は
説
明 
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
三
心
の
中
心
が
ど
れ
で
、
ど
こ
に
眼
目
が
あ
る
の
か
分
か
り
に
く
い
。
お
そ
ら
く
三
心
は
各
別
の
も
の
と 
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
4
『観
無
量
寿
経
』
は
、
聖
道
門
の
諸
師
か
ら
も
歓
迎
さ
れ
た
経
典
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
そ
の
論
疏
も
多
く
を
数
え
る
。
三
心
を
解
釈
す 
る
に
つ
い
て
は
、
聖
道
門
の
諸
師
は
『維
摩
経
』
に
説
く
直
心
、
深
心
、
菩
提
心
、
あ
る
い
は
『大
乗
起
信
論
』
に
説
く
直
心
、
深
心
、
 
大
悲
心
な
ど
と
同
義
に
解
釈
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
善
導
は
、
『観
経
』
を
『大
無
量
寿
経
』
お
よ
び
『阿
弥
陀
経
』
と
一
連
の
経 
と
し
て
把
え
、
三
心
に
つ
い
て
は
、
自
ら
の
深
い
宗
教
的
体
験
か
ら
古
今
を
楷
定
す
る
釈
義
を
施
し
た
。
い
ま
法
然
は
、
「
偏
依
善
導
一
師
」(
『選
択
集
』
結
勧)
の
立
場
か
ら
、
専
ら
善
導
の
解
釈
に
基
い
て
三
心
を
受
け
と
め
、
如
来
の
発
願 
に
対
す
る
深
い
領
解
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
「
三
心
章
」
の
私
釈
段
に
お
い
て
、
私
に
云
く
。
引
く
所
の
三
心
は
是
れ
行
者
の
至
要
也
。
所
以
は
何
ん
。
『経
』
に
は
則
ち
「
三
心
を
具
す
る
者
は
、
必
ず
彼
の
国
に 
生
ず
」
と
云
ふ
。
明
ら
か
に
知
ん
ぬ
。
三
を
具
し
て
必
ず
応
に
生
を
得
べ
し
。
『釈
』
に
は
則
ち
「若
し
一
心
少
け
ぬ
れ
ば
即
ち
生 
を
得
ず
」
と
云
へ
り
。
明
ら
か
に
知
ん
ぬ
ヽ
一
少
け
ぬ
れ
ば
是
れ
更
に
不
可
な
り
。
茲
に
因
て
極
楽
に
生
れ
ん
と
欲
は
ん
人
は
、
全 
く
三
心
を
具
足
す
べ
し
。 
(
『選
択
集
』
「三
心
章
」
・
真
聖
全
一
ー
九
六
六
頁) 
と
簡
単
な
私
釈
を
加
え
て
、
念
仏
す
る
者
は
必
ず
こ
の
三
心
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ば
か
り
で
な
く
、
一
 
つ
で
も
欠
け
た
な
ら
ば 
往
生
は
で
き
な
い
と
い
っ
て
三
心
を
重
視
し
て
い
る
。
た
だ
こ
の
私
釈
段
の
こ
と
ば
は
簡
略
で
、
三
心
の
必
要
性
と
重
要
性
を
説
く
だ
け 
で
、
法
然
自
身
の
三
心
に
対
す
る
見
解
は
う
か
が
い
に
く
い
。
し
か
し
な
が
ら
法
然
は
、
こ
の
『選
択
集
』
の
ほ
か
に
『無
量
寿
経
釈
』
『往
生
大
要
鈔
』
『三
心
義
』
な
ど
を
初
め
と
し
て
、
い
く
つ 
か
の
著
述
や
法
語
あ
る
い
は
消
息
に
お
い
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
釈
義
し
て
い
る
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
諸
書
を
通
し
て
、
法
然
の
三
心 
観
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
法
然
は
、
三
心
の
要
点
と
相
互
の
連
関
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
略
説
す
る
。 
三
心
と
申
候
も
、
ふ
さ
ね
て
申
と
き
は
、
た
だ
ー
の
願
心
に
て
候
な
り
。
そ
の
ね
が
ふ
心
の
、
い
つ
は
ら
ず
か
ざ
ら
ぬ
か
た
お
ば
至 
誠
心
と
申
候
。
こ
の
こ
こ
ろ
ま
こ
と
に
て
念
仏
す
れ
ば
、
臨
終
に
来
迎
す
と
い
ふ
こ
と
を
、
一
念
も
う
た
が
は
ぬ
か
た
を
深
心
と
は 
申
候
。
こ
の
う
へ
わ
が
身
も
か
の
土
へ
む
ま
れ
む
と
お
も
ひ
、
行
業
お
も
往
生
の
た
め
と
む
く
る
を
廻
向
心
と
は
申
候
な
り
。
こ
の
5
ゆ
へ
に
ね
が
ふ
心
い
つ
は
ら
ず
し
て
、
げ
に
往
生
せ
ん
と
お
も
ひ
候
へ
ば
、
お
の
づ
か
ら
三
心
は
ぐ
そ
く
す
る
こ
と
に
て
候
な
り
。
(
「法
性
寺
左
京
大
夫
の
伯
母
な
り
け
る
女
房
に
遣
は
す
御
返
事
」
・
法
然
全
五
八
九
頁) 
こ
の
消
息
で
は
、
三
心
は
個
別
の
心
で
は
な
く
、
一
 
つ
の
心
の
展
開
で
あ
り
、
「
ま
こ
と
」
の
心
(
至
誠
心)
を
も
っ
て
、
「
一
念
も
う 
た
が
は
ぬ
」
心
(
深
心)
を
通
し
て
念
仏
を
申
し
、
「往
生
の
た
め
と
む
く
る
」
こ
と
(
廻
向
発
願
心)
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
よ 
う
な
心
で
念
仏
す
れ
ば
お
の
ず
か
ら
三
心
は
「
ぐ
そ
く
」(
具
足)
す
る
と
い
う
。
こ
の
三
心
略
義
の
末
節
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
三
心
の 
具
足
に
つ
い
て
は
、
別
の
法
語
で
、
三
心
に
智
具
の
三
心
あ
り
、
行
具
の
三
心
あ
り
。
智
具
の
三
心
と
い
ふ
は
、
諸
宗
修
学
の
人
、
本
宗
の
智
を
も
て
信
を
と
り
か
た
き 
を
、
経
論
の
明
文
を
出
し
、
解
釈
の
お
も
む
き
を
談
し
て
、
念
仏
の
信
を
と
ら
し
め
ん
と
て
と
き
給
へ
る
也
。
行
具
の
三
心
と
い
ふ 
は
、
一
向
に
帰
す
れ
ば
至
誠
心
也
、
疑
心
な
き
は
深
心
也
、
往
生
せ
ん
と
お
も
ふ
は
廻
向
発
願
心
也
。
か
る
か
ゆ
へ
に
一
向
念
仏
し 
て
、
う
た
か
ふ
お
も
ひ
な
く
往
生
せ
ん
と
お
も
ふ
は
行
具
の
三
心
也
。 
(
「東
大
寺
十
問
答
」
・
法
然
全
六
四
四
頁) 
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、⑴
経
論
祖
釈
の
文
に
よ
っ
て
三
心
を
具
足
す
る
の
が
「
智
具
の
三
心
」
、⑵
一
向
に
念
仏
し
て
往
生 
せ
ん
と
思
う
う
ち
に
自
然
に
三
心
を
具
足
す
る
の
が
「行
具
の
三
心
」
で
あ
る
。
さ
き
に
引
用
し
た
消
息
の
三
心
略
義
は
、
行
具
の
三
心 
に
つ
い
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
こ
の
よ
う
に
三
心
を
具
足
し
て
申
す
念
仏
が
法
然
の
い
う
念
仏
で
あ
る
。 
同
時
に
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
『選
択
集
』
「
三
心
章
」
に
直
接
に
は
言
及
さ
れ
な
い
が
、
法
然
が
、
『観
経
』
の
三
心
を
、
『大
経
』
の 
三
心
(
至
心
・
信
楽
・
欲
生)
と
対
応
し
て
語
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
今
ま
此
の
経
の
三
心
は
、
即
ち
本
願
の
三
心
を
開
く
。
爾
る
故
は
至
心
と
は
至
誠
心
也
、
信
楽
と
は
深
心
な
り
、
欲
生
我
国
と
は
廻 
向
発
願
心
也
。 
(
『観
無
量
寿
経
釈
』
・
法
然
全
一
二
六
頁) 
と
説
か
れ
る
。
こ
れ
と
同
趣
旨
の
内
容
は
、
「
要
義
問
答
」
、
「
十
二
問
答
」
に
も
み
ら
れ
る
。
し
か
し
『観
経
』
の
三
心
と
『大
経
』
の
三
心
に
つ
い
て
、
法
然
は
、
両
者
を
同
列
の
位
置
に
お
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
法
然
は
、
6
『観
経
』
の
三
心
を
『大
経
』
の
本
願
の
三
心
の
成
就
し
た
も
の
と
し
て
、
『観
経
』
の
三
心
の
各
相
を
み
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
次 
の
法
語
に
は
、
又
云
、
諸
経
の
中
に
と
く
と
こ
ろ
の
極
楽
の
荘
厳
等
は
、
み
な
こ
れ
四
十
八
願
成
就
の
文
也
。
念
仏
を
勧
進
す
る
と
こ
ろ
は
、
第
十 
ハ
の
願
成
就
の
文
な
り
。
観
経
の
三
心
、
小
経
の
一
心
不
乱
、
大
経
の
願
成
就
の
文
の
信
心
歓
喜
と
、
同
流
通
の
歓
喜
踊
躍
と
、
み 
な
こ
れ
至
心
信
楽
の
心
也
と
云
り
。
こ
れ
ら
の
心
を
も
て
、
念
仏
の
三
心
を
釈
し
た
ま
へ
る
也
と
云
々
。
(
「十
七
条
御
法
語
」
・
法
然
全
四
六
九
頁) 
と
示
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
第
十
八
願
の
願
文
は
、
「
至
心
信
楽
欲
生
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
し
も
三
心
と
は
考
え
ら
れ 
な
い
が
、
こ
れ
を
三
心
と
呼
ん
だ
の
は
法
然
を
疇
矢
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
に
『大
経
』
の
三
心
に
照
応
し
て
、
『観
経
』
の
三
心
に 
着
眼
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
法
然
は
、
『大
経
』
の
三
心
を
基
底
に
し
て
、
『観
経
』
の
三
心
の
意
義
を
受
け
と
め
、
こ
れ
を
説
い
て
い
る
。
そ
の
こ
と 
は
、
法
然
が
、
『観
経
』
の
三
心
を
理
解
す
る
う
え
に
お
い
て
、
『大
経
』
の
本
願
の
立
場
か
ら
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
示
し
て 
い
る
。
ー
ー
三
心
各
相
の
了
解
以
上
、
三
心
に
つ
い
て
、
法
然
の
了
解
を
総
論
的
に
う
か
が
っ
て
み
た
。
次
に
そ
の
三
心
の
了
解
に
つ
い
て
各
論
的
に
概
観
し
て
み
た 
ゝ
〇1
至
誠
心
『観
経
』
で
説
か
れ
る
三
心
の
第
一
番
目
に
位
置
す
る
至
誠
心
に
つ
い
て
、
善
導
は
、
こ
れ
を
真
実
心
で
あ
る
と
し
、
7
至
誠
心
と
は
、
至
は
真
な
り
、
誠
は
実
な
り
、
一
切
衆
生
の
身
口
意
業
に
修
す
る
と
こ
ろ
の
解
行
、
必
ず
真
実
心
の
中
に
な
す
べ
き 
こ
と
を
明
さ
ん
と
欲
す
。
外
に
賢
善
精
進
の
相
を
現
じ
、
内
に
虚
仮
を
懐
く
こ
と
を
得
ざ
れ
。
貪
瞋
邪
偽
軒
詐
百
端
に
し
て
悪
性
や 
め
が
た
く
、
こ
と
蛇
蝎
に
同
じ
き
は
三
業
を
起
す
と
い
え
ど
も
、
名
づ
け
て
雑
毒
の
善
と
な
し
、
ま
た
虚
仮
の
行
と
名
づ
く
、
真
実 
の
業
と
名
づ
け
ざ
る
な
り
。 
(
『観
経
散
善
義
』
・
浄
全
ニ
ー
五
五
頁) 
と
釈
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
至
誠
心
と
は
、
内
に
虚
仮
心
を
お
こ
す
こ
と
な
く
、
真
実
心
を
も
っ
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
こ
れ
に 
自
利
真
実
と
利
他
真
実
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
要
す
る
に
身
口
意
三
業
の
解
行
を
行
な
う
場
合
に
必
ず
真
実
心
を
も
っ
て
行
な 
う
べ
き
で
あ
る
と
い
、つ
の
で
あ
る
。
こ
の
善
導
の
意
を
受
け
て
法
然
は
、
至
誠
心
と
は
是
れ
真
実
心
な
り
。 
(
『選
択
集
』
「三
心
章
」
・
真
聖
全
一
ー
九
六
六
頁) 
と
押
え
、
さ
ら
に
若
し
夫
れ
外
を 
翻
し
て
内
に
蓄
へ
ば
、
祇
に
応
に
出
要
に
備
へ 
っ
べ
し
。(
中
略)
若
し
夫
れ
内
を
翻
し
て
外
に
播
さ
ば
、
ま 
た
出
要
に
足
ん
ぬ
べ
し
。 
(
『同
』
九
六
七
頁) 
と
釈
し
て
い
る
。
も
し
自
己
の
表
面
に
現
わ
し
て
い
る
よ
う
な
賢
善
精
進
の
相
を
改
め
て
、
こ
れ
を
内
面
に
も
つ
よ
う
に
な
れ
ば
、
迷
い 
の
世
界
を
出
離
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
他
方
、
自
己
の
内
面
に
抱
え
て
い
る
よ
う
な
虚
仮
の
相
を
改
め
て
、
外
に
現
わ
す
よ
う
に
な
れ
ば
、
 
や
は
り
迷
い
の
世
界
を
出
離
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
、
と
。
理
解
し
に
く
い
説
示
で
は
あ
る
が
、
内
外
一
致
の
心
を
持
て
と
い
う
意
で
あ
ろ 
う
。
法
然
が
、
聖
道
門
の
修
行
は
、
智
慧
を
き
は
め
て
生
死
を
は
な
れ
、
浄
土
門
の
修
行
は
、
愚
癡
に
か
へ
り
て
極
楽
に
む
ま
る
と
心
得
べ
し
(
「禅
勝
房
に
示
さ
れ
け
る
御
詞
」
其
二
・
法
然
全
六
九
六
頁) 
と
説
か
れ
た
の
は
、
こ
の
意
趣
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
後
学
は
、
「
内
を
翻
し
て
外
に
播
す
と
云
ふ
は
、
内
に
は
真
実
を
以
て
外
に
8
は
不
善
を
持
て
と
云
ふ
意
な
り
。
…
…
三
業
の
名
利
を
捨
て
よ
と
云
ふ
義
な
り
」
と
義
解
し
て
い
る
。 
こ
の
、
内
に
真
実
を
も
っ
て
、
外
に
不
善
を
示
す
と
い
う
念
仏
者
の
至
誠
心
に
つ
い
て
は
、
 
至
誠
心
と
い
ふ
は
、
真
実
の
心
な
り
。
身
に
礼
拝
を
行
じ
、
く
ち
に
名
号
を
と
な
へ
、
心
に
相
好
を
お
も
ふ
、
み
な
真
実
を
も
ち
ひ 
よ
。
す
べ
て
こ
れ
を
い
ふ
に
、
穢
土
を
い
と
ひ
浄
土
を
ね
が
ひ
て
、
も
ろ̂
-
^
の
行
業
を
修
せ
ん
も
の
、
み
な
真
実
を
も
て
っ
と
む 
べ
し
。
是
を
勤
修
せ
ん
に
、
ほ
か
に
は
賢
善
精
進
の
相
を
現
じ
、
う
ち
に
は
愚
悪
懈
怠
の
心
を
い
だ
き
て
修
す
る
と
こ
ろ
の
行
業
は
、
 
日
夜
十
二
時
に
ひ
ま
な
く
、
こ
れ
を
行
ず
と
も
往
生
を
え
ず
、
ほ
か
に
は
愚
悪
懈
怠
の
か
た
ち
を
あ
ら
は
し
て
、
う
ち
に
は
賢
善
精 
進
の
お
も
ひ
に
住
し
て
こ
れ
を
修
行
す
る
も
の
、
一
時
一
念
な
り
と
も
、
そ
の
行
む
な
し
か
ら
ず
、
か
な
ら
ず
往
生
を
う
。
こ
れ
を 
至
誠
心
と
名
づ
く
。 
(
『三
心
義
』
・
法
然
全
四
五
五
頁) 
と
説
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
浄
土
へ
の
往
生
を
願
っ
て
修
行
す
る
者
は
、
「
み
な
真
実
を
も
て
っ
と
む
べ
し
」
と
い
い
、⑴
外
に
賢
善
精 
進
の
相
を
現
じ
て
、
内
に
愚
悪
懈
怠
の
心
を
懐
い
て
い
る
者
は
、
ど
の
よ
う
に
策
励
し
て
も
往
生
を
得
ず
、⑵
外
に
愚
悪
懈
怠
の
相
を
現 
じ
て
、
内
に
賢
善
精
進
の
心
を
懐
く
者
は
、
必
ず
往
生
を
得
る
、
と
い
う
。
こ
こ
に
法
然
は
、
外
面
に
賢
善
精
進
の
相
を
示
し
て
、
内
に 
虚
仮
を
懐
く
偽
善
的
な
態
度
を
極
力
排
撃
す
る
の
で
あ
る
。
2
深
心
『観
経
』
で
は
、
至
誠
心
に
続
い
て
深
心
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
深
心
に
つ
い
て
善
導
は
、
深
心
と
い
ふ
は
即
ち
こ
れ
深
く
信
ず
る
の
心
な
り
。
ま
た
二
種
あ
り
。
一
つ
に
は
決
定
し
て
深
く
信
ず
、
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生 
死
の
凡
夫
、
曠
劫
よ
り
こ
の
か
た
常
に
没
し
常
に
流
転
し
て
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
と
。
二
に
は
決
定
し
て
深
く
信
ず
、
か
の
阿 
弥
陀
仏
、
四
十
八
願
を
も
て
衆
生
を
摂
受
し
た
ま
ふ
、
疑
ひ
な
く
慮
ひ
な
く
か
の
願
力
に
乗
じ
て
定
ん
で
往
生
を
得
る
と
。
(
『観
経
散
善
義
』
・
浄
全
ニ
ー
五
六
頁)
9
と
釈
し
、
さ
ら
に
続
い
て
釈
迦
・
諸
仏
の
衆
生
摂
化
の
大
悲
を
深
信
す
る
べ
き
こ
と
を
説
く
。
す
な
わ
ち
深
心
と
は
、
自
身
が
現
に
罪
悪 
生
死
の
凡
夫
で
あ
る
こ
と
と
、
弥
陀
・
釈
迦
・
諸
仏
が
大
悲
を
も
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
凡
夫
を
救
済
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
深
く
信
ず
る 
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
善
導
は
、
こ
の
深
心
を
『往
生
礼
讃
』
に
、
二
に
は
深
心
、
即
ち
こ
れ
真
実
の
信
心
な
り
。
自
身
は
こ
れ
具
足
煩
悩
の
凡
夫
、
善
根
薄
少
に
し
て
、
三
界
に
流
転
し
て
火
宅
を
出 
で
ず
と
信
知
し
、
い
ま
弥
陀
の
本
弘
誓
願
、
及
び
名
号
を
称
す
る
こ
と
、
下
十
声
・
一
声
等
に
至
る
ま
で
、
定
ん
で
往
生
す
る
こ
と 
を
得
と
信
知
し
、
乃
至
一
念
疑
心
有
る
こ
と
な
し
、
故
に
深
心
と
名
く
。 
(
『往
生
礼
讃
』
・
浄
全
四
—
三
五
四
頁) 
と
二
種
に
分
け
て
釈
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
善
導
の
解
釈
を
受
け
て
、
法
然
は
、
次
に
深
心
と
は
、
謂
く
深
信
の
心
な
り
。
当
に
知
る
べ
し
、
生
死
の
家
に
は
疑
を
以
て
所
止
と
し
、
涅
槃
の
城
に
は
信
を
以
て
能
入 
と
す
。
故
に
い
ま
二
種
の
信
心
を
建
立
し
て
、
九
品
の
往
生
を
決
定
す
る
者
也
。(
中
略)
明
か
に
知
ん
ぬ
ヽ
善
導
の
意
、
ま
た
此 
の
二
門
を
出
で
ざ
る
也
。 
(
『選
択
集
』
「三
心
章
」
・
真
聖
全
一
ー
九
六
七
頁) 
と
い
う
。
善
導
は
、
こ
の
深
信
に
就
人
立
信
と
就
行
立
信
の
二
立
信
を
説
い
て
、
信
心
の
確
立
に
つ
い
て
詳
細
な
解
説
を
施
こ
し
て
い
る 
が
、
法
然
は
、
右
の
私
釈
で
は
、
と
く
に
信
心
こ
そ
「
生
死
の
家
」
を
出
離
し
て
「
涅
槃
の
城
」
へ
と
到
る
因
で
あ
る
と
し
、
信
心
正
因 
の
立
場
を
鮮
明
に
し
た
。
こ
の
二
種
深
信
の
具
体
相
に
つ
い
て
は
、
二
に
深
心
と
い
ふ
は
、
ふ
か
く
信
ず
る
心
な
り
。
こ
れ
に
つ
い
て
二
あ
り
。
ー
に
は
わ
れ
は
こ
れ
罪
悪
不
善
の
身
、
無
始
よ
り
こ
の 
か
た
六
道
に
輪
廻
し
て
、
往
生
の
縁
な
し
と
信
じ
、
ー
ー
に
は
罪
人
な
り
と
い
へ
ど
も
、
ほ
と
け
の
願
力
を
も
て
強
縁
と
し
て
、
か
な 
ら
ず
往
生
を
得
ん
事
う
た
が
ひ
な
く
う
ら
お
も
ひ
な
し
と
信
ず
。 
(
『三
心
義
』-
法
然
全
四
五
五
頁) 
と
、
『観
経
散
善
義
』
の
深
心
釈
に
よ
っ
て
敷
衍
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
10
深
心
、
す
な
は
ち
真
実
の
信
心
な
り
。
自
身
は
こ
れ
煩
悩
を
具
足
せ
る
凡
夫
な
り
、
善
根
薄
少
に
し
て
、
三
界
に
流
転
し
て
、
火
宅 
を
出
ず
と
信
知
し
て
、
い
ま
弥
陀
の
本
弘
誓
願
の
名
号
を
称
す
る
事
、
し
も
十
声
一
声
に
い
た
る
ま
で
、
さ
だ
め
て
往
生
す
る
事
を 
得
と
信
知
し
て
、
乃
至
一
念
も
う
た
が
ふ
心
あ
る
事
な
か
れ
。
か
る
が
故
に
深
心
と
名
づ
く 
(
『往
生
大
要
鈔
』
・
法
然
全
五
七
頁) 
と
、
『往
生
礼
讃
』
の
深
心
釈
に
基
い
て
、
や
さ
し
く
言
い
替
え
た
り
し
て
い
る
。
法
然
は
、
二
種
深
信
の
意
義
を
、
念
仏
信
仰
の
要
と 
し
て
、
こ
の
よ
う
に
様
々
な
註
疏
・
法
語
・
消
息
類
に
大
切
に
語
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
の
内
容
は
、
善
導
の
領
解
と
ほ
と 
ん
ど
同
じ
で
、
こ
れ
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
み
ら
れ
な
い
。
た
だ
法
然
の
深
信
釈
で
注
意
す
べ
き
点
を
強
い
て
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
二
種
を
た
ん
に
二
相
的
・
並
列
的
に
み
る
の
で
は
な
く
、
次
第 
的
・
立
体
的
に
み
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
前
に
引
用
し
た
『往
生
大
要
鈔
』
に
お
い
て
、
「
深
心
、
す
な
は
ち
真
実
の
信
心
な
り
」
と
し
て
、
こ
れ
が
た
ん
な
る
深
い 
心
で
は
な
く
、
信
心
で
あ
る
と
押
さ
え
る
と
こ
ろ
は
、
『往
生
礼
讃
』
の
釈
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
意
解
を
展
開
す
る
な
か 
で
、
前
後
の
こ
と
ば
相
違
し
て
、
心
得
が
た
き
に
似
た
れ
ど
も
、
心
を
止
め
て
こ
れ
を
案
ず
る
に
、
は
じ
め
に
は
我
が
身
の
程
を
信
じ
、
 
後
に
は
仏
の
願
を
信
ず
る
也
。
た
だ
し
後
の
信
心
を
決
定
せ
し
め
ん
が
た
め
に
、
は
じ
め
の
信
心
を
ば
あ
ぐ
る
也
。
(
『往
生
大
要
鈔
』
・
法
然
全
五
ハ
頁) 
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
法
然
は
こ
こ
で
、
二
種
深
信
に
お
い
て
は
、
ま
ず
第
一
深
信(
機
の
深
信)
が
肝
要
で 
あ
り
、
そ
こ
か
ら
第
二
深
信(
法
の
深
信)
へ
と
導
か
れ
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
明
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
法
然
は
、
信
心
と
は
、
自 
己
が
罪
悪
の
身
で
あ
り
、
到
底
救
わ
れ
る
望
み
は
な
い(
「無
有
出
離
之
縁
」)
と
信
知
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
阿
弥
陀
仏
の
衆
生
救
済
の
本 
願
(
「定
得
往
生
」)
を
信
知
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
法
然
は
、
善
導
の
釈
義
に
導
か
れ
て
、
こ
の
二
種
深
信
に
お
い
て
、
罪
悪
の
衆
生
が
弥
陀
の
本
願
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
と
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い
う
明
瞭
な
救
済
論
を
世
に
唱
道
し
た
。
し
た
が
っ
て
そ
の
三
心
の
位
置
づ
け
に
お
い
て
は
、
深
心
が
中
核
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。 
そ
の
こ
と
は
、
端
的
に
、
三
心
は 
区 
に
分
れ
た
り
と
云
へ
ど
も
、
要
を
取
り
詮
を
撰
て
是
を
い
へ
ば
、
深
心
ひ
と
つ
お
さ
ま
れ
り
。
(
『三
部
経
大
意
』
・
法
然
全
三
二
〜
三
頁) 
と
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
。
法
然
は
、
深
心
を
三
心
の
中
心
に
み
る
と
と
も
に
、
念
仏
の
信
心
の
眼
目
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に 
お
い
て
、
善
導
の
三
心
の
解
釈
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
か
っ
た
三
心
相
互
の
関
係
は
、
深
心
が
中
心
で
あ
る
こ
と
が
鮮
明
に 
な
っ
て
く
る
。
3
迴
向
発
願
心
『観
経
』
三
心
の
最
後
に
位
置
す
る
の
は
迴
向
発
願
心
で
あ
る
。
善
導
は
、
迴
向
発
願
心
と
い
ふ
は
、
過
去
お
よ
び
今
生
の
身
口
意
業
に
修
す
る
と
こ
ろ
の
世
出
世
の
善
根
と
、
お
よ
び
他
の
一
切
の
凡
聖
の
身 
ロ
意
業
に
修
す
る
と
こ
ろ
の
世
出
世
の
善
根
と
を
随
喜
せ
る
と
、
こ
の
自
他
の
所
修
の
善
根
を
以
て
こ
と
ご
と
く
み
な
、
真
実
深
信 
の
心
中
に
迴
向
し
て
か
の
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
。
ゆ
え
に
迴
向
発
願
心
と
名
づ
く
。 
(
『観
経
散
善
義
』
・
浄
全
ニ
ー
五
ハ
頁) 
と
釈
し
て
い
る
。
『往
生
礼
讃
』
に
お
け
る
釈
義
も
ほ
ぼ
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
過
去
お
よ
び
今
生
に
お
い
て
修
す
る
自
他
の 
一
切
の
善
根
を
浄
土
往
生
の
た
め
に
迴
向
し
て
浄
土
を
願
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
法
然
は
、
『選
択
集
』
で
、
 
迴
向
発
願
心
の
義
、
別
の
釈
を
俟
っ
べ
か
ら
ず
。
行
者
応
に
之
を
知
る
べ
し
。 
(
『選
択
集
』
「三
心
章
」
・
真
聖
全
一
ー
九
六
七
頁) 
と
述
べ
、
善
導
の
疏
の
釈
に
対
し
て
、
私
釈
を
加
え
る
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
別
の
法
語
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
、
 
廻
向
発
願
心
と
い
ふ
は
、
過
去
お
よ
び
今
生
の
身
口
意
業
に
、
修
す
る
と
こ
ろ
の
一
切
の
善
根
を
、
真
実
の
心
を
も
て
極
楽
に
廻
向 
し
て
往
生
を
欣
求
す
る
也
。 
(
『三
心
義
』-
法
然
全
四
五
七
頁)
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と
あ
る
よ
う
に
、
善
導
の
釈
を
踏
襲
し
、
真
実
心
に
裏
づ
け
ら
れ
た
あ
ら
ゆ
る
善
根
を
、
真
実
を
も
っ
て
浄
土
往
生
の
た
め
に
迴
向
す
る 
こ
と
で
あ
る
と
述
べ 
て
い
る
。
た
だ
、
『選
択
集
』
「
ニ
行
章
」
に
は
、
正
行
と
雑
行
に
つ
い
て
五
番
の
得
失
を
列
挙
し
て
、
第
四
に
回
向
不
回
向
対
を
立
て
、
こ
れ
を 
釈
し
て
、
第
四
に
不
回
向
回
向
対
と
い
ふ
は
、
正
助
一 
ー
行
を
修
す
る
者
は
、
縦
令
ひ
別
に
回
向
を
用
ひ
ざ
れ
ど
も
、
自
然
に
往
生
の
業
と
成
る
。
(
『選
択
集
』
「
二
行
章
」
・
真
聖
全
一
ー
九
三
七
頁) 
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
正
業
で
あ
る
称
名
と
助
業
で
あ
る
読
誦
・
観
察
・
礼
拝
・
讃
嘆
供
養
等
を
修
す
る
者
は
、
他
に
回
向
の 
行
を
用
い
る
こ
と
が
な
く
と
も
自
然
に
往
生
浄
土
の
果
を
得
る
と
い
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
法
然
の
迴
向
発
願
心
観
を
尋
ね
る
場
合
、
こ 
の
五
番
相
対
に
お
け
る
不
回
向
の
説
示
も
併
せ
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
然
は
、
こ
こ
の
不
回
向
の
意
に
立
っ
て
、
た
と
え
ば
、
 
一
切
の
善
根
を
み
な
、
極
楽
に
廻
向
す
べ
し
と
申
せ
ば
と
て
、
念
仏
に
帰
し
て
一
向
に
念
仏
申
さ
ん
人
の
、
こ
と
さ
ら
に
余
の
功
徳 
を
つ
く
り
あ
つ
め
て
廻
向
せ
よ
と
に
は
候
は
ず
。
た
だ
す
ぎ
ぬ
る
か
た
に
つ
く
り
を
き
た
ら
ん
功
徳
を
も
、
も
し
又
こ
の
の
ち
な
り 
と
も
、
お
の
づ
か
ら
便
宜
に
し
た
が
ひ
て
、
念
仏
の
ほ
か
の
善
を
修
す
る
事
の
あ
ら
ん
を
も
、
し
か
し
な
が
ら
往
生
の
業
に
廻
向
す 
べ
し
と
申
す
事
に
て
候
也
。 
(
『御
消
息
』
・
法
然
全
五
八
四
頁) 
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
念
仏
者
は
、
「
こ
と
さ
ら
」
様
々
な
功
徳
を
積
集
し
て
迴
向
す
る
必
要
は
な
く
、
過
去
に
造
っ
た
功
徳
を
、
念
仏 
に
加
え
て
修
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
れ
が
迴
向
行
に
「
お
の
づ
か
ら
」
な
る
こ
と
も
あ
り
う
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
『往
生
大
要 
鈔
』
に
迴
向
発
願
心
の
釈
を
欠
い
て
い
る
の
は
、
あ
る
い
は
不
要
と
み
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。 
以
上
の
よ
う
に
、
法
然
の
三
心
解
釈
に
お
い
て
、
迴
向
発
願
心
は
行
者
が
特
別
に
発
す
べ
き
こ
こ
ろ
で
は
な
く
、
念
仏
の
信
心
の
な
か 
に
自
然
に
兆
し
て
く
る
心
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
三
心
の
解
釈
の
文
脈
か
ら
す
る
と
、
深
信
に
発
露
す
る
願
心
で
あ
る
と
う
か
が
わ
れ
る
。 
『観
経
散
善
義
』
迴
向
発
願
心
釈
の
文
中
に
は
「
真
実
深
信
の
心
中
に
迴
向
す
」
と
説
か
れ
て
い
る
。
諸
先
学
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
13
迴
向
発
願
心
の
迴
向
心
は
、
深
心
の
な
か
に
摂
め
ら
れ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
お
わ
り
に
従
来
日
本
仏
教
は
、
菩
提
心
を
も
っ
て
仏
道
の
正
因
で
あ
る
と
み
な
し
た
の
で
あ
る
が
、
法
然
は
、
こ
れ
を
雑
行
に
摂
め
た
。
こ
の
菩 
提
心
に
代
っ
て
重
視
さ
れ
た
の
が
『観
無
量
寿
経
』
散
善
観
「
上
品
上
生
釈
」
で
説
か
れ
た
三
心
、
と
り
わ
け
深
心
で
あ
る
。
法
然
は
、
 
と
く
に
善
導
の
指
南
に
導
か
れ
て
、
「
深
心
は
、
謂
く
深
信
の
心
な
り
」
と
押
え
、
こ
の
信
を
救
済
の
核
心
に
据
え
た
。
こ
れ
に
つ
い
て 
再
度
引
用
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
法
然
は
、
当
に
知
る
べ
し
、
生
死
の
家
に
は
疑
を
以
て
所
止
と
し
、
涅
槃
の
城
に
は
信
を
以
て
能
入
と
す
。
(
『選
択
集
』
「三
心
章
」
・
真
聖
全
一
ー
九
六
七
頁) 
と
説
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
人
間
が
生
死
流
転
の
世
界
に
と
ど
ま
る
の
は
、
人
間
が
「疑
」(
"
不
信)
を
拠
り
処
と
す
る
か
ら
で
あ
る
と 
す
る
わ
れ
ら
は
信
心
お
ろ
か
な
る
が
ゆ
へ
に
、
い
ま
に
生
死
に
と
ま
れ
る
な
る
べ
し
。 
(
「念
仏
大
意
」
・
法
然
全
四
一
三
頁) 
と
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
人
間
が
生
死
流
転
の
世
界
を
出
離
し
て
涅
槃
の
彼
岸
に
救
済
さ
れ
る
の
は
、
た
だ
本
願
の
力
に
よ
る
と
し
、
 
「
信
を
以
て
能
入
と
す
」
と
説
く
。
仏
道
の
実
践
に
お
い
て
、
信
が
こ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
法
然
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
信
の
開
顕
の
歴
史
的
意
義 
に
つ
い
て
、
坪
井
俊
映
氏
は
、
法
然
は
菩
提
心
を
否
定
し
て
信
を
本
質
と
す
る
浄
土
教
を
提
唱
し
、
信
を
基
盤
と
す
る
選
択
本
願
の
念
仏
を
説
い
た
。
従
来
の
仏
教 
諸
家
が
仏
教
入
門
の
初
心
と
し
て
い
た
「
信
」
を
も
っ
て
、
菩
提
心
に
替
る
浄
土
願
生
者
の
心
と
し
た
こ
と
は
、
日
本
浄
土
教
思
想 
展
開
の
上
に
お
い
て
誠
に
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
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と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
法
然
教
学
に
お
け
る
信
の
開
顕
の
意
義
は
、
こ
の
氏
の
こ
と
ば
に
尽
き
る
の
で
あ
ろ
う
。 
原
始
仏
教
の
ハ
正
道
に
お
い
て
、
大
乗
仏
教
の
六
波
羅
蜜
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
三
学
に
お
い
て
、
信
の
文
字
は
み
え
な
い
。
も
と
よ 
り
そ
の
こ
と
は
、
仏
教
の
伝
統
に
お
い
て
信
が
軽
視
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
龍
樹
は
、
早
く
「
仏
法
の
大
海
は
、
信
を
も
て
能 
入
と
す
。
智
を
も
て
能
度
と
す
」(
『大
智
度
論
』
・
大
正
蔵
一 
ー
五
巻
六
三
頁3
)
と
説
い
て
い
る
。
法
然
の
「
涅
槃
の
城
に
は
信
を
以
て
能
入 
と
す
」
と
い
う
指
教
も
、
お
そ
ら
く
龍
樹
の
こ
の
説
示
に
基
い
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
仏
道
の
実
践
体
系
に
お
い
て
、
「
信
」
は
初
門 
の
位
置
に
あ
り
、
中
心
を
な
し
て
き
た
も
の
は
、
「
行
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
法
然
は
、
自
ら
の
聖
道
修
行
の
挫
折
体
験
を
通
し
て
、
「
我
等
は
智
慧
の
眼
し
ゐ
て
、
行
法
の
足
折
た
る
輩
也
。
聖
道
難
行
の
さ
か
し 
き
道
に
は
都
て
望
を
断
つ
べ
し
」(
『往
生
大
要
鈔
』
・
法
然
全
五
〇
頁)
と
痛
切
に
感
じ
と
り
、
改
め
て
「行
」
の
仏
教
の
意
義
を
問
い
直
し 
た
。
そ
し
て
こ
こ
に
、
「信
方
便
の
易
行
」(
『十
住
毘
婆
沙
論
』
易
行
品)
、
「
信
仏
の
因
縁
」(
『論
註
』
上)
に
よ
っ
て
、
仏
道
を
成
就
せ
ん 
と
す
る
念
仏
の
信
の
伝
統
が
出
遇
わ
れ
た
。
そ
し
て
信
心
こ
そ
「
涅
槃
の
城
」
に
証
入
す
る
道
で
あ
る
と
門
侶
に
説
い
た
。
た
と
え
ば
、
 
わ
れ
ら
が
往
生
は
ゆ
め
ゆ
め
わ
が
身
の
善
き
悪
し
き
に
は
よ
り
候
ま
じ
。(
中
略)
た
だ
仏
の
願
力
を
信
じ
信
ぜ
ぬ
に
ぞ
よ
り
候
べ 
き
。 
(
「正
如
房
へ
っ
か
は
す
御
文
」
・
法
然
全
五
四
一
頁) 
と
。
そ
の
意
味
で
、
信
の
意
義
を
開
顕
し
た
「
三
心
章
」
が
『選
択
集
』
の
中
に
置
か
れ
た
意
義
は
実
に
大
き
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
註
①
 
袴
谷
憲
昭
氏
は
、
法
然
浄
土
教
を
、
異
端
仏
教
と
し
て
の
「本
覚
思
想
」
に
対
す
る
正
統
仏
教
と
し
て
捉
え
、
『選
択
集
』
で
は
、
完
全
に
菩
提 
心
が
否
定
さ
れ
た
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
本
覚
思
想
と
菩
提
心
は
不
可
分
の
関
係
に
有
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
法
然
の
菩 
提
心
否
定
論
は
、
本
覚
門
的
仏
教
に
対
す
る
否
定
と
い
う
意
味
を
も
っ
た
と
い
え
よ
う(
参
照
、
『法
然
と
明
恵!
日
本
仏
教
思
想
史
序
説 
—
』
大
蔵
出
版)
。
し
か
し
同
時
に
私
は
、
法
然
が
「菩
提
心
は
諸
宗
各
の
意
得
た
り
と
云
と
も
、
浄
土
宗
の
心
は
浄
土
に
生
れ
む
と
願
る
を
菩 
提
心
と
云
へ
り
。
念
仏
は
是
大
乗
行
也
」(
『三
部
経
大
意
』
法
然
全
四
五
頁)
と
い
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
法
然
は
、
菩
提
心
の
本
来
の
15
意
義
を
見
出
し
た
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
②
 
参
照
、
吉
蔵
『観
無
量
寿
経
義
疏
』(
浄
全
五
—
三
四
三
頁)
、
知
礼
『観
無
量
寿
仏
経
疏
妙
宗
鈔
』(
同
—
三
一
七
頁)
。
な
お
、
日
本
天
台
宗
の 
良
源
の
『極
楽
浄
土
九
品
往
生
義
』(
浄
全
一
五
— 
ー
〜
二
頁)
の
解
釈
も
同
様
で
あ
る
。
③
 
『大
経
』
の
「至
心
信
楽
欲
生
」
の
願
文
に
つ
い
て
、
梯
実
円
氏
は
、
「
こ
れ
を
三
心
と
よ
ば
れ
た
の
は
法
然
が
最
初
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
さ
れ 
て
い
る(
『法
然
教
学
の
研
究
』
永
田
文
昌
堂
、
二
五
六
頁)
。
④
 
覚
融
行
観
著
『選
択
本
願
念
仏
集
秘
鈔
』
三
・
西
山
全
書
別
巻
第
四(
文
栄
堂)
三
七
二
頁
。
⑤
 
金
沢
文
庫
に
現
存
す
る
『三
部
経
大
意
』
は
、
最
古
の
古
写
本
で
あ
る
が
、
至
誠
心
を
釈
す
る
に
自
力
の
至
誠
心
は
薄
下
の
凡
夫
で
は
起
こ
す
こ 
と
が
で
き
ず
、
千
人
の
中
に
一
人
も
な
し
と
い
う
。
坪
井
俊
映
氏
は
、
こ
れ
ら
の
説
は
『選
択
集
』
な
ど
に
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
は
た
し
て 
法
然
の
言
葉
で
あ
る
か
疑
わ
ざ
る
を
え
な
い
と
論
究
さ
れ
て
い
る(
「
『三
部
経
大
意
』
に
見
ら
れ
る
非
法
然
的
教
説
に
つ
い
て
」
『仏
教
文
化
研
究 
所
年
報
』
創
刊
号
、
仏
教
大
学
、
一
〜
二
四
頁)
。
た
だ
、
現
在
の
と
こ
ろ
私
は
、
本
書
の
法
然
撰
述
説
に
従
い
た
い(
参
照
、
藤
堂
恭
俊
『法
然 
上
人
研
究
』
一
、
二
五
二
〜
二
八
六
頁
、
山
喜
房)
。
⑥
 
西
川
知
雄
氏
は
、
「法
然
に
於
て
は
、
無
明
の
止
揚
は
人
間
の
力
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
救
済
に
於
け
る
仏
の
力
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
」
と
教
示 
さ
れ
る(
『法
然
浄
土
教
の
哲
学
的
解
明
』
山
喜
房
、
一
〇
頁)
。
⑦
 
「法
然
教
学
に
お
け
る
信
に
つ
い
て
」
『日
本
仏
教
学
会
年
報
』
二
八
号
一
六
ハ
頁
。
略
称
真
宗
聖
教
全
書
！
真
聖
全
、
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集(
石
井
教
道
編)
I
法
然
全
、
法
然
上
人
伝
全
集(
井
川
定
慶
編)
！
法
然
伝
全
、
浄
土
宗
全 
書1
浄
全
、
大
正
大
蔵
経!
大
正
蔵
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